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エンパワーメント情報学特別研究I〜
V，エンパワーメントプロジェクト研究，学
術雑誌論文発表演習，国際会議・学術
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究発表演習，特定課題研究，博士論文，
アイディアコンテスト等参加
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【修士】

 以下の評価項目すべてが満たされていると認められるものを合格とする。

1．関連分野の先行研究の把握に基づいて、人間情報学における当該研究の意義や位置づけが述べられているか。

2．工学分野のオリジナルな研究成果が、学会等で発表できる程度に含まれているか。

3．研究結果に一定の信頼性が認められるか。

4．研究結果に対して適切な考察がなされ、妥当な結論が導かれているか。

5．研究の背景、目的、方法、結果、考察、結論等が修士学位論文に相応しい形式にまとめてあるか。

＜学位論文が満たすべき水準、審査委員の体制、審査方法及び項目等＞

　修士論文審査委員会は、システム情報工学研究群大学院担当教員のうちから、主査1 名及び副査2 名以上で組織するも

のとする。ただし、必要がある場合には、他研究群または他大学大学院の教員、研究所の研究員等を副査とすることができる。

主査は研究指導担当教員とし、副査については、システム情報工学研究群大学院担当教員2 名以上を含むものとする。

　修士論文審査委員会は、学位論文の審査に係る基準に従い特定課題研究を審査し、合否判定を行う。上記1.〜5.の評

価項目すべてについて、学位論文（修士）としての水準に達していると認められるものを、面接（口述）試験を経た上で合格

とする。

【博士】

 以下の評価項目すべてを満たす学位論文であること、最終試験が合格であることが博士の学位授与の要件である。

＜学位論文の審査に係る基準＞

1．関連分野の国際的な研究動向および先行研究の把握に基づいて、人間情報学における当該研究の意義や位置づけが

明確に述べられているか。

2．人間情報学の発展に寄与するオリジナルな研究成果が、学術論文として発表するのに相応しい量含まれているか。

3．研究結果の信頼性が十分に検証されているか。  

4．研究結果に対する考察が妥当であるとともに、結論が客観的な根拠に基づいているか。  

5．研究の背景、目的、方法、結果、考察、結論等が学位論文に相応しい形式にまとめてあるか。  

＜最終試験に係る基準＞ 

1. 【分野横断力】人間情報学を構成する各分野に渡って、基礎的な専門知識を備えるか。  

2. 【分野横断力】専門とする分野以外の知識に基づく議論、研究、または実務経験を有するか。  

3.  【魅せ方力】人間情報学の発展に貢献する独創的な研究能力を有し、その分野の専門家として認められる実績を有する

か。  

4. 【魅せ方力】国際会議等において研究成果を英語で発表し、議論することが出来るか。  

5.  【現場力】実問題を解決する際の障壁を適切に把握・分析し、それを克服するための方法を考察または立案することがで

きるか。  

6.  【現場力】研究者倫理、技術者倫理、人を対象とする研究に関する倫理と研究に必要な手続きについて理解し，遵守して

いるか。  

＜学位論文が満たすべき水準、審査委員の体制、審査方法及び項目等＞ 

　博士論文審査委員会は、主査1名と副査３名以上で組織するものとする。このうち、主査および副査２名以上はエンパワー

メント情報学プログラム担当教員（研究指導担当教員）とし，うち２名以上は教授とする。また、必要に応じてこのほかに達成

度審査委員会が指名する１名がオブザーバーとして参加し、審査が適切に行われていることを確認する。

　博士論文審査委員会は、学位論文の審査に係る基準に従い論文を審査し、合否判定を行う。上記1.〜5.の評価項目す

べてについて、学位論文（博士）としての水準に達していると認められるものを、最終（口述）試験を経た上で合格とする。
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 教育課程は、エンパワーメント情報学に関する研究能力を高めることを第一の目的として編成するとともに、

関連する分野の基礎的素養や広い視野、汎用的知識・能力の涵養に資するように編成する。必要に応じて、

研究群共通科目群、学術院共通専門基礎科目、大学院共通科目から単位を履修することを推奨する。研究

指導においては、複眼的視野をもった研究能力の育成のために複数指導体制（必要に応じた他学位プログラ

ムの教員も参画）とする。具体的な履修科目や複数指導教員の配置は、個々の学生の研究計画やキャリアプ

ラン等を踏まえて決定する。

【汎用的知識・能力】 

・主に特別研究（エンパワーメント情報学特別研究I, II, III, IV, V）、研究発表演習（エンパワーメント研究発表

演習、エンパワーメント学術雑誌論文発表演習、エンパワーメント国際会議・学術雑誌論文発表演習）によ

り、知の創成力を身に付ける。  

・主に特別研究、エンパワーメントプロジェクト研究により、マネジメント能力を身に付ける。  

・主に特別研究、エンパワーメント情報学原論、特別演習（エンパワーメント情報学特別演習I, II）、エンパワー

メント研究発表演習、エンジニアリングレジデンス実習によってコミュニケーション能力を身に付ける。  

・主に特別研究によってリーダーシップ力を身に付ける。  

・主に特別演習、特別研究によって国際性を身に付ける。

【専門知識・能力】 

・主にエンパワーメント情報学原論、特別演習、特別研究、研究群共通科目（主にエンパワーメント情報学分野）

などにより、分野横断力を身に付ける。  

・主に特別研究、特別演習、エンパワーメントプロジェクト研究、エンパワーメント国際会議・学術雑誌論文発

表演習、エンパワーメント学術雑誌論文発表演習により魅せ方力を身に付ける。  

・主にエンパワーメント情報学原論、特別研究、エンジニアリングレジデンス実習により現場力を身に付ける。  

・さまざまな学問的バックグラウンドをもつ学生に対して、入学後すみやかに研究を開始するために必要な基

礎的知識や技術を習得するための授業を集中的に行う。並行して社会的・学術的に意義のある研究課題を

自ら見つけ出すよう指導する。  

・各学生は、その課題について研究を行いながら、より専門的な知識や技術について授業等を通じて主体的

に学ぶ。また、複数指導体制の利点を生かし、専門の異なる副指導教員のゼミに参加するなどして多様な視

点から問題を捉える俯瞰力・分野横断力を育成する。  

・得られた研究成果は、最終的に学術雑誌論文で発表させ、多くの研究者から評価を受けるよう指導する。こ

れによって、知の創成力を高めると共に、さらなる研究の推進やより高度な専門知識・技術の習得への原動

力を与える。  

・これらと並行して、各学生は達成度自己点検を随時行う。これによって、課程修了のために不足している知

識や能力の修得を促す。
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学術性と実践力の両立にふさわしい人材を選抜することを基本方針とする。入学者の選抜にあたっては、推

薦入学試験と一般入学試験によって多様な入学志願者に対応するとともに、募集定員を分割し同一年度内に

複数回の入学試験を実施する。試験区分にかかわらず外国語（英語能力検定試験（TOEIC, TOEFL等）のス

コアを提出）と口述試験を必須として選抜するものとする。口述試験では研究計画とキャリアプランに関する試問

を行う。

・推薦入学試験（7月期）では、当学位プログラムを第一志望とし、成績が優秀でエンパワーメント情報学の研

究に必要な能力が特に優れた者を選抜する。

・第1回一般入学試験（8月期）では、数学・英語等の基礎学力が高く、志望理由が明確で研究計画とキャリア

プランの具体性や着想の点で優れている者を選抜する。また、第2回一般入学試験（2月期）では、それらに

加えて卒業研究（またはそれに代わるもの）を評価して選抜する。
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